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⒤
又
は

に
掲
げ
る
損
害
か
ら
生
ず
る
経
済
的
損
失
。
た
だ
し
、
⒤
又
は

に
掲
げ
る
損
害
に
関
し
て
請
求

権
を
有
す
る
者
が
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
⒤
又
は

に
掲
げ
る
損
害
に
含
ま
れ
な
い
も
の
に
限
る
。

環
境
の
悪
化
（
重
大
で
な
い
も
の
を
除
く
。）に
対
す
る
回
復
措
置
の
費
用
。
た
だ
し
、
実
際
に
と
ら
れ
た
措

置
又
は
と
ら
れ
る
措
置
の
費
用
で
あ
っ
て
、

に
掲
げ
る
損
害
に
含
ま
れ
な
い
も
の
に
限
る
。

⒱

環
境
の
利
用
又
は
享
受
に
係
る
経
済
的
利
益
か
ら
生
ず
る
収
入
の
喪
失
で
あ
っ
て
、
そ
の
環
境
の
重
大
な
悪

化
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
も
の
。
た
だ
し
、

に
掲
げ
る
損
害
に
含
ま
れ
な
い
も
の
に
限
る
。

防
止
措
置
の
費
用
及
び
防
止
措
置
に
よ
り
生
ず
る
損
害

そ
の
他
経
済
的
損
失
。
た
だ
し
、
環
境
の
悪
化
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
が
属
す
る
国
の

民
事
責
任
に
関
す
る
一
般
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。

⒢

「
回
復
措
置
」
と
は
、
措
置
が
と
ら
れ
る
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
合
理
的
な
措
置
で
あ
っ

て
、
損
害
を
受
け
、
若
し
く
は
破
壊
さ
れ
た
環
境
の
構
成
要
素
を
回
復
し
、
若
し
く
は
修
復
す
る
こ
と
又
は
合
理

的
な
場
合
に
は
当
該
構
成
要
素
に
相
当
す
る
も
の
を
環
境
に
導
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。
当
該

合
理
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
つ
い
て
は
、
損
害
が
生
じ
た
国
の
法
令
に
よ
り
定
め
る
。

⒣

「
防
止
措
置
」
と
は
、
⒡
⒤
か
ら
⒱
ま
で
又
は

に
掲
げ
る
損
害
を
防
止
し
、
又
は
最
小
限
に
す
る
た
め
、
原

子
力
事
故
が
生
じ
た
後
に
い
ず
れ
か
の
者
に
よ
り
と
ら
れ
る
合
理
的
な
措
置
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
該
合
理
的
な

措
置
が
と
ら
れ
る
国
の
法
令
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
権
限
の
あ
る
当
局
の
承
認
を
条
件
と
す
る
。

⒤

「
原
子
力
事
故
」
と
は
、
一
の
出
来
事
又
は
同
一
の
原
因
に
よ
る
一
連
の
出
来
事
で
あ
っ
て
、
原
子
力
損
害
を

生
じ
さ
せ
る
も
の
又
は
防
止
措
置
の
み
に
関
し
て
は
原
子
力
損
害
を
も
た
ら
す
重
大
か
つ
急
迫
の
脅
威
を
生
じ
さ

せ
る
も
の
を
い
う
。

⒥

「
原
子
力
設
備
容
量
」
と
は
、
各
締
約
国
に
つ
い
て
、
第
四
条
２
に
規
定
す
る
計
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
る
単
位

数
の
合
計
を
い
い
、「
熱
出
力
」
と
は
、
権
限
の
あ
る
国
内
当
局
に
よ
り
認
可
さ
れ
た
最
大
熱
出
力
を
い
う
。

⒦

「
権
限
の
あ
る
裁
判
所
が
属
す
る
国
の
法
令
」
と
は
、
こ
の
条
約
に
従
い
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
属
す
る

国
の
法
令
（
法
の
抵
触
に
関
す
る
規
則
を
含
む
。）を
い
う
。

⒧

「
合
理
的
な
措
置
」
と
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
が
属
す
る
国
の
法
令
の
下
で
、
次
に
掲
げ
る
事
情
そ
の
他
の

全
て
の
事
情
に
つ
い
て
考
慮
し
た
場
合
に
お
い
て
、
適
切
か
つ
相
応
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
い
う
。

⒤

生
じ
た
損
害
の
性
質
及
び
程
度
。
防
止
措
置
の
場
合
に
は
、
損
害
の
危
険
性
の
性
質
及
び
程
度

措
置
が
と
ら
れ
る
時
点
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
当
該
措
置
の
有
効
性
の
程
度

関
連
す
る
科
学
的
及
び
技
術
的
な
知
見

第
二
条

目
的
及
び
適
用

１

こ
の
条
約
は
、
次
に
掲
げ
る
国
内
法
令
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
賠
償
又
は
補
償
の
制
度
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

⒜

前
条
⒜
及
び
⒝
に
定
義
す
る
条
約
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す
る
国
内
法
令

⒝

こ
の
条
約
の
附
属
書
の
規
定
に
適
合
す
る
国
内
法
令

２

こ
の
条
約
の
制
度
は
、
締
約
国
の
領
域
内
に
所
在
し
、
か
つ
、
平
和
的
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
原
子
力
施
設

の
事
業
者
が
前
条
に
定
義
す
る
条
約
の
い
ず
れ
か
又
は
１
⒝
に
規
定
す
る
国
内
法
令
の
下
で
責
任
を
負
う
原
子
力
損

害
に
適
用
す
る
。

３

１
⒝
に
規
定
す
る
附
属
書
は
、
こ
の
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。

第
二
章

賠
償
又
は
補
償

第
三
条

約
束

１

一
の
原
子
力
事
故
当
た
り
の
原
子
力
損
害
に
関
す
る
賠
償
又
は
補
償
は
、次
に
掲
げ
る
措
置
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
。

⒜
⒤

施
設
国
は
、
三
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
若
し
く
は
こ
れ
よ
り
も
高
い
特
定
の
金
額
で
あ
っ
て
原
子
力
事
故
に
先
立
つ
い
ず

れ
か
の
時
点
に
お
い
て
寄
託
者
に
明
示
す
る
も
の
又
は

の
規
定
に
基
づ
き
暫
定
的
に
設
定
す
る
金
額
を
利
用

可
能
と
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
が
署
名
の
た
め
に
開
放
さ
れ
た
日
か
ら
最
長
十
年
の
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
内

に
生
ず
る
原
子
力
事
故
に
関
し
、
一
億
五
千
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
以
上
の
金
額
を
暫
定
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒝

⒜
の
規
定
に
従
っ
て
利
用
可
能
と
さ
れ
る
金
額
に
加
え
、
締
約
国
は
、
次
条
に
規
定
す
る
計
算
式
に
従
っ
て
算

定
さ
れ
る
公
的
資
金
の
金
額
を
利
用
可
能
と
す
る
。

２
⒜

１
⒜
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
損
害
の
賠
償
又
は
補
償
は
、
国
籍
、
住
所
又
は
居
所
に
よ
る
差
別
な
く
、か
つ
、

公
平
に
分
配
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
施
設
国
の
法
令
に
お
い
て
、
原
子
力
に
関
す
る
責
任
に
係
る
他
の
条
約
に
基
づ

く
当
該
施
設
国
の
義
務
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
非
締
約
国
に
お
い
て
生
じ
た
原
子
力
損
害
を
対
象
か
ら
除

外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒝

１
⒝
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
損
害
の
補
償
は
、
第
五
条
及
び
第
十
一
条
１
⒝
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
国
籍
、
住
所
又
は
居
所
に
よ
る
差
別
な
く
、
か
つ
、
公
平
に
分
配
さ
れ
る
。

３

賠
償
又
は
補
償
が
行
わ
れ
る
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
、１
⒝
に
規
定
す
る
資
金
の
総
額
が
必
要
で
な
い
場
合
に
は
、

拠
出
金
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
。

４

原
子
力
損
害
の
賠
償
又
は
補
償
の
請
求
の
訴
え
に
お
い
て
裁
判
所
が
裁
定
す
る
利
息
及
び
費
用
は
、
１
⒜
及
び
⒝

の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ
れ
る
金
額
に
加
え
て
、
責
任
を
負
う
事
業
者
、
当
該
事
業
者
の
原
子
力
施
設
が
自
国
の
領

域
内
に
所
在
す
る
締
約
国
及
び
そ
の
他
の
締
約
国
が
１
⒜
及
び
⒝
の
規
定
に
従
っ
て
支
払
う
実
際
の
拠
出
金
の
金
額

に
そ
れ
ぞ
れ
比
例
し
て
、
そ
れ
ら
に
よ
り
共
同
で
支
払
わ
れ
る
。

第
四
条

拠
出
金
の
計
算

１

締
約
国
が
前
条
１
⒝
に
規
定
す
る
公
的
資
金
を
利
用
可
能
と
す
る
た
め
の
拠
出
金
の
計
算
式
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

⒜
⒤

自
国
の
原
子
力
設
備
容
量
に
原
子
力
設
備
容
量
一
単
位
当
た
り
三
百
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
金
額

原
子
力
事
故
が
生
じ
た
年
の
前
年
に
決
定
さ
れ
た
自
国
の
国
際
連
合
の
分
担
率
と
全
て
の
締
約
国
の
当
該
分

担
率
の
合
計
と
の
比
率
を
⒤
の
規
定
に
従
っ
て
全
て
の
締
約
国
に
つ
い
て
計
算
し
て
得
ら
れ
る
金
額
の
合
計
の

十
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
金
額
に
乗
じ
て
算
定
さ
れ
る
金
額

⒝

⒞
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
各
締
約
国
の
拠
出
金
は
、
⒜
⒤
及
び

に
規
定
す
る
金
額
の
合

計
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
際
連
合
の
最
低
限
度
の
分
担
率
が
適
用
さ
れ
る
国
で
あ
っ
て
、
原
子
炉
を
保
有
し
て
い

な
い
も
の
は
、
拠
出
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
な
い
。

⒞

施
設
国
以
外
の
締
約
国
に
対
し
て
⒝
の
規
定
に
従
っ
て
請
求
さ
れ
得
る
一
の
原
子
力
事
故
当
た
り
の
拠
出
金
の

最
高
額
は
、
⒝
の
規
定
に
従
っ
て
算
定
さ
れ
る
全
て
の
締
約
国
の
拠
出
金
の
合
計
に
当
該
締
約
国
に
係
る
特
定
の

百
分
率
を
乗
じ
た
金
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
個
々
の
締
約
国
に
係
る
当
該
特
定
の
百
分
率
は
、
百
分
率
で

表
示
さ
れ
る
当
該
締
約
国
の
国
際
連
合
の
分
担
率
に
百
分
の
八
を
加
え
た
も
の
と
す
る
。
事
故
が
生
じ
た
時
点
に

お
け
る
こ
の
条
約
の
締
約
国
の
原
子
力
設
備
容
量
の
合
計
が
六
十
二
万
五
千
単
位
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

特
定
の
百
分
率
は
、
百
分
の
一
増
加
す
る
。
当
該
特
定
の
百
分
率
は
、
原
子
力
設
備
容
量
の
合
計
が
六
十
二
万
五

千
単
位
を
超
え
て
七
万
五
千
単
位
増
加
す
る
ご
と
に
追
加
的
に
百
分
の
一
増
加
す
る
。

２

１
に
規
定
す
る
計
算
式
に
お
い
て
は
、
締
約
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
熱
出
力
一
メ
ガ
ワ
ッ
ト

を
一
単
位
と
す
る
も
の
と
し
、
第
八
条
の
規
定
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
、
及
び
更
新
さ
れ
る
一
覧
表
に
原
子
力
事
故
の

日
に
記
載
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
の
熱
出
力
に
基
づ
い
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

拠
出
金
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
原
子
炉
は
、
核
燃
料
要
素
が
最
初
に
当
該
原
子
炉
に
装
荷
さ
れ
た
日
か
ら
考
慮

の
対
象
と
す
る
。
原
子
炉
は
、
全
て
の
燃
料
要
素
が
当
該
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
永
久
に
除
去
さ
れ
、
か
つ
、
承
認
さ

れ
た
手
続
に
従
っ
て
安
全
に
貯
蔵
さ
れ
た
時
に
当
該
算
定
か
ら
除
外
す
る
。

第
五
条

地
理
的
な
適
用
範
囲

１

第
三
条
１
⒝
に
規
定
す
る
資
金
は
、
締
約
国
の
裁
判
所
が
第
十
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
原
子
力
損
害
に
使
用
す
る
。

⒜

締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
生
ず
る
原
子
力
損
害

⒝

締
約
国
の
領
海
を
越
え
る
海
域
又
は
そ
の
上
空
に
お
い
て
生
ず
る
原
子
力
損
害
（
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
な
い

国
の
領
海
又
は
そ
の
上
空
で
生
ず
る
損
害
を
除
く
。）で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

⒤

締
約
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
内
に
お
い
て
生
じ
、
若
し
く
は
当
該
船
舶
が
受
け
る
原
子
力
損
害
、
締
約
国
の

領
域
で
登
録
さ
れ
た
航
空
機
内
に
お
い
て
生
じ
、
若
し
く
は
当
該
航
空
機
が
受
け
る
原
子
力
損
害
又
は
締
約
国

の
管
轄
の
下
に
あ
る
人
工
島
、
施
設
若
し
く
は
構
築
物
に
お
い
て
生
じ
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
が
受
け
る
原
子
力

損
害締

約
国
の
国
民
が
受
け
る
原
子
力
損
害

⒞

締
約
国
の
排
他
的
経
済
水
域
若
し
く
は
そ
の
上
空
又
は
締
約
国
の
大
陸
棚
に
お
い
て
、
当
該
排
他
的
経
済
水
域

又
は
当
該
大
陸
棚
の
天
然
資
源
の
開
発
又
は
探
査
に
関
連
し
て
生
ず
る
原
子
力
損
害
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